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平
成
27
年
分
の
所
得
に
関
す

る
「
所
得
税
」
と
「
町
県
民
税
」

の
申
告
受
け
付
け
が
、
２
月
16

日（
火
）か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

申
告
の
準
備
は
早
め
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、

郵
便
や
税
務
署
の
時
間
外
収

受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
、
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ご
自
宅
等
か
ら
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
さ
れ
る
か
、
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付

期
限
は
、
３
月
15
日（
火
）

ま
で
で
す
。

・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
、
ま
た
は
確
定
申
告
書
の

提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い
る

控
除
（
純
損
失
や
雑
損
失
の

繰
越
控
除
な
ど
）
の
適
用
を

受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

○
事
業
所
得
（
営
業
等
、農
業
）

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る

方
○
給
与
所
得
が
あ
る
方

・
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

方
・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
を

超
え
る
方

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
た
方
で
、
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
給
与
の
収
入
金

額
と
給
与
以
外
の
所
得
の
合

計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
給

与
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

○
医
療
費
控
除
な
ど
の
適
用
を

受
け
る
方

○
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控

除
の
適
用
を
受
け
る
方

●
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

○
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
り
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出

し
な
い
方

○
給
与
所
得
者
の
方
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら

町
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

等
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
提
出
し
な
い
方
で
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各

種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

○
平
成
27
年
中
に
所
得
が
な

く
、
ま
た
は
障
害
者
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
で
、
同
一
世
帯
の
ど

な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い

な
い
方

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
申
告
書
（
税
務
署
、
町
か
ら

送
付
を
受
け
た
方
）
ま
た
は

お
知
ら
せ
は
が
き

・
給
与
や
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
（
原
本
）

・
印
鑑

・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証

明
書

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
の
支
払
額
の
分
か
る
書

類
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
医
療
費
の
領
収
書
お
よ
び
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
の
分
か
る
書
類

・
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
等

・
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の

・
収
支
内
訳
書

　
（
事
業
所
得〈
営
業
等
、農
業
〉

や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
）

※
利
根
町
以
外
に
居
住
し
て
い

る
方
を
、
扶
養
親
族
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、そ
の
方
の『
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
』
を
ご

記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

●
上
場
株
式
の
配
当
所
得
や
譲

渡
所
得
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
、
ま
た
証
券
会
社
の
特

定
口
座
で｢

源
泉
徴
収
あ
り｣

を
選
択
し
、
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
へ

○
町
県
民
税
の
配
当
割
額
控
除

等
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
の
際
に
必
要
事
項

（
第
二
表
の
住
民
税
に
関
る

事
項
）
に
記
載
漏
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
あ
ら
か
じ
め
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
金
額
は
、
そ
の
支
払
者

が
発
行
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
は
書
類
を
よ
く
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
町
・
県
民
税　

住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
の
お
知
ら
せ

○
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

が
あ
る
方
は
、
一
定
の
額
を

町
・
県
民
税
か
ら
控
除
し
ま

す
。
町
へ
の
申
告
は
不
要
で

す
が
、
期
限
内
に
確
定
申
告

か
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
町
・

県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
の
該
当
で
あ
っ

て
も
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
居
住
開
始
が
平
成
19
・
20
年

中
の
方
は
、
所
得
税
に
お
い
て

特
例
措
置
が
あ
っ
た
た
め
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
役
場
で
申
告
を
さ
れ
る
方

・
期
間　

２
月
16
日（
火
）
か

ら
３
月
15
日（
火
）ま
で（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
11
時

　

午
後
１
時
～
３
時

・
場
所　

役
場　

１
階
多
目
的

ホ
ー
ル

※
記
載
済
の
申
告
書
を
提
出
さ

れ
る
方
は
、
受
け
付
け
へ
提
出

し
、
申
告
書
の
控
え
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

所得税・町県民税
の申告は、正しく
お早めに！
申告の受付期間は、
２月16日（火）から
３月15日（火）まで
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※
次
に
該
当
す
る
方
の
確
定
申

告
は
、
役
場
で
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

『
青
色
申
告
の
方
』

『
申
告
分
離
課
税
の
方
』

『
贈
与
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
』

『
損
失
の
繰
越
し
が
あ
る
方
』

『
平
成
27
年
分
以
外
の
申
告
の

あ
る
方
』

●
閉
庁
日
で
も
次
の
日
時
に
限

り
申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

・
役
場　

２
月
21
日
（
日
）・
28
日
（
日
）

午
前
９
時
～
11
時

・
竜
ケ
崎
税
務
署　

２
月
21
日
（
日
）・
28
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
税
務
署
で
は
右
記
日
曜
日
の

現
金
納
付
の
窓
口
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。

▽
申
告
の
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
税
務
課　

℡
68

－

２
２
１
１
（
内
線
２

６
２
・
２
６
４
・
２
６
５
）

・
竜
ケ
崎
税
務
署　

℡
０
２
９
７

－

６
６

－

１
３

０
３
（
自
動
音
声
案
内
）

〒
３
０
１

－

８
６
０
１

龍
ケ
崎
市
川
原
代
町
１
１
８

２

－

５

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す
！

犯罪被害者支援に
ご理解をお願い
します

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と
時

間
が
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
早
割
・
前
納
で
納
付

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま

す
。

口
座
振
替
で
納
付

　

口
座
振
替
の
方
法
は
、
各
月

の
保
険
料
を
翌
月
末
、
ま
た
は

当
月
末
ど
ち
ら
で
引
き
落
と
す

か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当

月
末
振
替
を
選
ぶ
と
「
早
割
制

度
」
が
適
用
さ
れ
、
保
険
料

が
毎
月
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

（
年
間
で
６
０
０
円
割
引
）
口

座
振
替
の
開
始
ま
で
は
、
申
し

込
み
後
１
～
２
カ
月
か
か
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２
年
分
、
１
年
分
、
あ

る
い
は
半
年
分
の
国
民
年
金
保

険
料
を
一
括
で
納
め
て
い
た
だ

く
と
、
２
年
分
で
１
万
５
３
６

０
円
、１
年
分
で
３
９
２
０
円
、

６
カ
月
分
で
１
０
６
０
円
が
割

引
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
も
あ

り
ま
す
。（
割
引
は
、
平
成
27

年
度
の
も
の
で
す
）

前
納
の
お
申
し
込
み
は
、

　

２
年
・
１
年
分
お
よ
び
上
期

６
カ
月
分（
４
月
分
～
9
月
分
）

は
、
２
月
末
ま
で
に
、
下
期
６

カ
月
分
（
10
月
分
～
翌
年
３
月

分
）
は
、
８
月
末
ま
で
に
年
金

事
務
所
必
着
と
な
る
よ
う
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引

き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
割
引
が
無
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
年
金
事
務
所

（
郵
送
可
）
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
が
「Pay

－easy

」
に

対
応
し
て
い
る
場
合
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

　
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」

を
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

過
去
の
未
払
い
分
、
お
よ
び

保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
ご
利
用
に
な
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
月
払
い
に

は
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年

分
前
納
す
る
と
現
金
納
付
と
同

じ
３
３
２
０
円
、
６
カ
月
で
７

６
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。（
割

引
は
、
平
成
27
年
度
の
も
の
で

す
）

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
お
支
払
回
数
は
、
１
回

払
い
の
み
と
な
り
ま
す（
分
割
、

リ
ボ
払
い
等
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
）
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

カ
ー
ド
利
用
限
度
額
を
超
え

る
こ
と
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
が
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
対

象
期
間
は
、
毎
月
納
付
扱
い
と

な
り
、
納
付
書
に
よ
り
現
金
で

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課　

国
民
年

金
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
３
６
）

土
浦
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課℡
０
２
９

－

８
２
５

－

１
１

７
０
自
動
音
声
（
１
）
を
押

し
て
（
２
）
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

　

犯
罪
の
発
生
は
防
止
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
実
に
犯
罪
は
発
生
し
、
被
害

者
が
生
ま
れ
ま
す
。
被
害
者
の

方
々
の
直
面
す
る
問
題
を
一
緒

に
考
え
、
元
の
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

当
セ
ン
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
犯
罪
被
害
者
へ

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

茨
城
県
公
安
委
員
会
指
定

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団

体
（
公
社
）
い
ば
ら
き
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー　

事
務
局

℡
０
２
９

－

２
３
２

－

２
７

３
８

相
談
電
話

℡
０
２
９

－

２
３
２

－

２
７

３
６
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○
介
護
予
防
・
日
常
生
活

　

支
援
総
合
事
業
と
は

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年（
平
成
37
年
）

に
向
け
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世

帯
お
よ
び
認
知
症
の
高
齢
者
が

急
激
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
地
域
全
体
で
高
齢

者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
自
身
も
心
構
え
と
選
択
の
上

で
、
自
ら
の
能
力
を
生
か
し
て

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
介
護
予
防
を
し
、
ま
た
、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
地
域
づ
く
り

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

を
目
指
し
、
介
護
保
険
制
度
の

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
総
合
事
業
の
特
徴

・
住
民
主
体
な
ど
の
多
様
な
サ

　

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

充
実
を
目
指
し
ま
す

　

高
齢
者
を
含
め
た
幅
広
い

住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
事
業
者
お
よ
び
団
体
な

ど
の
活
動
を
支
援
し
て
、
高

齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
等

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
ま
す
。

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
役
割

分
担
に
よ
る
視
点
を
取
り
入

れ
た
介
護
予
防
を
促
進
し
ま

す
　

心
身
の
機
能
訓
練
だ
け
で

な
く
、
社
会
参
加
や
役
割
分

担
に
基
づ
く
活
動
の
視
点
を

介
護
予
防
に
取
り
入
れ
、
高

齢
者
が
地
域
で
社
会
参
加
に

よ
る
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
介
護
予
防
訪
問
介
護
・
介
護

予
防
通
所
介
護
が
総
合
事
業

に
移
行
し
ま
す

　

予
防
給
付
（
要
支
援
の
方

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
う

ち
介
護
予
防
訪
問
介
護（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）、
介

護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
を
総
合
事
業
に
移

行
し
、
町
の
総
合
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

※
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
、
本
人
の
意
向
や
心

身
の
状
態
な
ど
を
聞
き
取
り
確

認
し
た
上
で
決
定
し
ま
す
。

※
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護

予
防
通
所
介
護
以
外
の
要
支
援

の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
介

護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
介
護

予
防
訪
問
看
護
な
ど
）
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
予
防
給
付
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の

一
部
を
簡
素
化
し
ま
す

　

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介

護
予
防
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
の
み
を
利
用
す
る
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
な
ど
が

本
人
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

必
要
な
場
合
に
は
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
介
護
予

防
の
た
め
の
生
活
機
能
基
本

チ
ェ
ッ
ク
票
）
に
よ
り
、
簡

便
に
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

介護給付（要介護１～５） 介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１・２）
訪問看護・通所リハビリなど

訪問介護・通所介護

予防給付（要支援１・２）

総合事業（事業対象者、要支援１・２）
訪問型・通所型サービス

平成 28 年１月から

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）
が始まりました



平成 28 年２月（№ 623）５

主
な
条
例
の
改
正
・
制
定

な
ど

平
成
27
年
度
予
算
を
補
正

　

平
成
27
年
第
４
回
利
根
町
議

会
定
例
会
が
、
12
月
8
日（
火
）

～
14
日（
月
）
の
７
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
町
長
か

ら
条
例
の
改
正
や
制
定
、
補
正

予
算
、
そ
の
他
人
事
案
件
な
ど

計
15
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
２
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
６
名
の

議
員
が
登
壇
。
町
税
に
関
す
る

質
問
や
病
児
保
育
・
病
後
児
保

育
の
取
り
組
み
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
関
係
、
地
方

創
生
、
町
道
の
整
備
、
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
質
問
な
ど
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
詳
し
く
は
『
と
ね
ま
ち

議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

利
根
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
28
年
４

月
か
ら
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
の
充
実
の
た
め
に
「
子
育
て

支
援
課
」
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
町
の
魅
力
あ
る
情
報
を
町

内
外
へ
効
果
的
に
発
信
し
、
移

住
定
住
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
企
画
財
政
課
に
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
」
を

設
置
す
る
と
し
た
内
容
の
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

利
根
町
の
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

　

こ
の
改
正
は
、
利
根
町
の
知

名
度
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め

に
、
民
間
の
知
識
を
活
用
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強

化
に
向
け
、
平
成
28
年
度
よ
り

採
用
す
る
任
期
付
職
員
の
給
与

等
の
勤
務
条
件
を
整
備
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番

号
法
）
の
規
定
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
を

定
め
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

利
根
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等

の
定
数
に
関
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
農
業

委
員
の
選
出
方
法
な
ど
が
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
政
令
で

定
め
る
基
準
に
従
い
、
農
業
委

員
の
定
数
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
教
育
委
員
会
委
員
に

村む
ら

上か
み　

盛も
り

一い
ち　

氏
を
任
命

　

こ
の
件
は
、
利
根
町
教
育
委

員
会
委
員
に
、
村
上　

盛
一
氏

を
任
命
し
た
い
の
で
議
会
に
同

意
を
求
め
た
結
果
、
承
認
さ
れ

た
も
の
で
す
。

▽
一
般
会
計

既
定
の
予
算
額
に
補
正
が
あ

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

６
６
３
万
７
０
０
０
円
が
追

加
さ
れ
、
総
額
が
62
億
６
４

０
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
の
既
定
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
５
０
万

円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
が
28

億
４
５
８
８
万
４
０
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
勘
定
に
、
新
た
に
債
務
負

担
行
為
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
４
万
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
が
２
億
７

８
６
４
万
６
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

▽
町
営
霊
園
事
業
特
別
会
計

新
た
に
、
町
営
霊
園
環
境
整

備
業
務
委
託
に
係
る
債
務
負

担
行
為
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

▽
介
護
保
険
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
１
４
万
６
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

が
13
億
８
８
１
２
万
５
０
０

０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
３
４
万
４
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

が
３
億
３
９
９
７
万
２
０
０

０
円
に
な
り
ま
し
た
。

傍聴席
第４回
利根町議会定例会

△

定
例
会
の
様
子
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○
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
、
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
（
特
別
徴
収
）
ま
た
は
納
付

書
や
口
座
振
替
に
よ
る
直
接
納

付
（
普
通
徴
収
）
に
よ
り
、
個

人
ご
と
に
納
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
と
な
っ

て
い
た
方
で
も
、
保
険
料
の
額

が
増
減
し
た
場
合
な
ど
に
、
一

時
的
に
普
通
徴
収
へ
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
加
入
（
年
齢
到
達
・
転

入
な
ど
）
と
な
っ
た
方
も
、
特

別
徴
収
が
開
始
と
な
る
ま
で
の

間
は
、普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

ご
自
分
の
保
険
料
に
納
め
忘

れ
が
な
い
か
、
念
の
た
め
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
に
納
め
忘
れ

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
、
茨

城
県
南
水
道
企
業
団
が
行
う
競

争
入
札
に
、
新
た
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
の
追
加
申
請
の
受

け
付
け
を
行
な
い
ま
す
。
な

お
、
前
回
（
平
成
27
年
２
月
）

申
請
を
し
て
い
る
方
は
対
象
外

で
す
。
提
出
す
る
書
類
等
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

・
有
効
期
限

平
成
28
年
度
（
４
月
１
日
～

平
成
29
年
４
月
30
日
）

・
受
付
期
間

　

春
は
引
っ
越
し
が
多
く
な
り

賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際

の
「
原
状
回
復
」
や
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
費
用
と
し
て
、
支
払
済
み

の
敷
金
を
は
る
か
に
超
え
る
金

額
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

賃
貸
の
部
屋
の「
原
状
回
復
」

の
基
準
は
、国
土
交
通
省
の「
原

状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
参
考
に
な

り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
経
年
変
化
と
言
わ

れ
る
年
月
が
た
っ
て
自
然
に
黄

ば
ん
だ
畳
や
壁
紙
、
普
通
に

使
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
汚
れ

や
消
耗
の
修
繕
は
家
主
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
、
周

囲
に
迷
惑
や
危
害
を

及
ぼ
さ
な
い
心
く
ば
り
と
し
つ

け
が
大
切
で
す
。

○
「
ふ
ん
」
の
始
末
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
！

　

犬
の
「
ふ
ん
」
の
苦
情
が
最

近
増
え
て
い
ま
す
。
散
歩
中

「
ふ
ん
」
を
し
た
と
き
は
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で

　

散
歩
の
時
も
、
引
き
綱
は
必

ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
犬
は
檻
の
中
で
飼
い
ま

が
あ
る
と
、
督
促
状
や
催
告
書

が
送
付
さ
れ
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
間
が
短
い
短

期
被
保
険
者
証
と
な
る
場
合
が

あ
り
、
医
療
機
関
等
へ
の
受
診

に
不
便
を
来
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課　

後
期
医

療
係　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
３
９
）

　

し
か
し
、
賃
貸
人
が
故
意
、

ま
た
は
過
失
に
よ
り
汚
し
た
り

損
傷
し
た
と
き
は
、
賃
借
人
の

責
任
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
時
に
「
原
状
回

復
の
特
約
」
つ
ま
り
退
去
時
の

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
賃
借
人
が

支
払
う
と
の
特
約
に
サ
イ
ン
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
修
繕
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
納
得
で
き
な
い

と
き
に
は
、
本
当
に
必
要
か
を

一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
の
見
積
も
り
な

ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

お
困
り
の
時
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▽
相
談
窓
口

役
場
経
済
課

消
費
生
活
相
談
窓
口

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
４
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

な
お
、
近
隣
市
町
村
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
相
談
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
精
算
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
！

茨
城
県
南
水
道
企
業
団

競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
追
加
申
請
に
つ
い
て

２
月
１
日（
月
）
～
２
月
29

日（
月
）
当
日
消
印
有
効

・
提
出
方
法　
　
　

郵
送
の
み

・
申
請
業
種
区
分

建
設
工
事
関
係
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、

物
品
製
造
等
、
役
務
提
供
、

そ
の
他

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
南
水
道
企
業
団　

総

務
課
庶
務
係　

℡
０
２
９
７

－

６
６

－

５
１
３
１
ＨＰhtt

p://w
w
w
.ibananw

w
.ne.jp/

し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　
「
鑑
札
、
注
射
済
票
」
は
必

ず
首
輪
な
ど
に
装
着
し
ま

し
ょ
う
。（
所
有
者
の
明
示
）

○
鳴
き
声
、
悪
臭
に
ご
用
心
。

　

む
だ
ぼ
え
し
な
い
よ
う
し
つ

け
、
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清

潔
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１　

（
内
線
２
５
３
）

最
近
犬
の
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
！

後期高齢者医療保険に
加入している皆さまへ
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とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡６８－３１９４
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住民課
前のお便りBOXにも入っています。また、
町公式ホームページでもご覧いただけます。

＊＊３月の予定＊＊
◎とね子育て支援センターの活動は、通常
は文間保育園内にて、月曜日～金曜日に
行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊受け付け：午前９時 30 分～
　活動時間：午前 10 時～ 11 時 30 分
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セン
ターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してく
ださい。

４ 金 にこにこ広場＆しゃべランチ
９ 水 ワイワイサロン（Ｐ13参照）
10 木 すくすく
11 金 よちよち
15 火 赤ちゃん＆マタニティさん
16 水 ねんね
18 金 すっきりサロン
●園庭開放は３月25日（金）までで、今年度は
　終了します。新年度は、４月８日（金）から
　始まります。

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
　　　　（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩し
てくださってもかまいません。

■お孫さんを見ていらっしゃる
祖父母の方もご利用ください。
■雨の日も遊べる小さな部屋が
あります。

に こ に こ 赤 ち ゃ ん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊び
を楽しんでください。小さいか
らこその大変さをお母さん同
士、分かち合ってください。

年齢別のサークル
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　すくすく・よちよち・ねんね・赤
ちゃんと年齢で分かれて活動する日。
内容は季節や年齢に合わせた（制作や
戸外活動・歌・手遊び・育児情報交換
など）を取り入れています。

に こ に こ 広 場 （*^_^*）
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　みんなであいさつを済ませて
から園庭および室内で好きな遊
びを楽しんでください。最後に
保育士の紙芝居や絵本の読み聞
かせなどもあります。

し ゃ べ ラ ン チ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

すっきりサロンへどうぞ 
午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだ
お友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人き
りで過ごされているお母さんや、
おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて
欲しいという親子の方など、思い
切って一度出掛けてみませんか？
おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。
お気軽にどうぞ

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
よちよち：平成 25 年４月～平成 26 年３月生まれ
ねんね：平成 26 年４月～平成 27 年３月生まれ
赤ちゃん：平成 27 年４月～
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねんねの
日に遊びに来て、お母さんたちや小さいお子
さんたちとふれあってください。
＊ねんねの早生まれの方は、赤ちゃんの日に遊
びに来てくださると良いです。お子さんの状
態により両方をご利用ください。

月刊新聞「おおきく」大好評！！
　平成 24 年の２月から始まったお母さんによ
る手作り新聞も、今月で丸４年を迎えます。子
育て中の方へのこまめな取材を始めとし、それ
に基づく暖かい内容の紙面。利根町に対する郷
土愛を感じさせるさまざまな内容、人気あるお
母さんのリレー投稿、父ちゃんのぼやきなど、
どれもこれも思わず読み入ってしまうものばか
り。これからも末長く続けて、みんなで子育て
を考えられる素敵な新聞であってほしいです。

△昨年 12 月にお母さんのお楽しみ
ということで、しめ縄飾りを作りま
した。大変人気があり、みなさん楽
しみにしていただいています。
今回は洋風のお飾りができました。

△昨年 12 月に利根町図書館の２階
でぷちぷち＆ぽこぽこさんの主催す
るぷちぽこさんのクリスマスが行な
われました。今回で２度目になりま
すが、皆さんとても楽しそうでした。

　新しい年も、早ひと月が過ぎ
ました。寒さもまだ続きます
が、うがい手洗いをしっかりと
して家族みんなで元気に過ごし
たいものですね。
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さまざまな体験学習を通して 利根町立布川小学校

ゲストティーチャ―を招いて授業

現地に赴いて

１年生：ＵＦＯフリーボール教室

２年生：町たんけん

４年生：バター作り

おいしいバターに
なったかな？

スーパーマーケットの裏は、
こんな風になっていたんだ！

５年生：インスタントシニア体験

６年生：霞ヶ浦湖上体験３年生：スーパーマーケット見学

　布川小学校では、子どもたちの健やかな成長を願って「学力向上」、「心の教育」、「体力向上」、「地域に
生きる学校」の４つの柱の下に、日々の教育活動を進めています。今回は、その中の「地域に生きる学校」
を取り上げます。布川小学校では、地域の人材を活用した授業や地域の商店街や消防署等に出向きさまざ
まな体験活動を通して地域の方々から学ぶようにしています。２学期には、社会、生活科、総合の時間な
どでゲスト・ティーチャーを招いての授業や親子ふれあい教室を実施しました。また、実際に、地域のスー
パーや商店街に赴き、見聞を広め、子どもたちは、普段の授業では学ぶことができないような体験をする
ことができました。これからも、学校と保護者・地域が連携して、子どもたちの豊かな学びとなるような
教育活動を実践していきます。

５年生：茶道教室
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昨
年
12
月
７
日（
月
）、
午

後
２
時
か
ら
役
場
４

－

Ａ
会
議

室
に
お
い
て
「
利
根
町
第
１
回

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
協
議
会
は
、
昨
年

９
月
の
利
根
町
議
会
定
例
会
で

可
決
さ
れ
た
「
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
等
条
例
」
に
よ

る
も
の
で
、
町
内
の
小
・
中
学

校
教
員
お
よ
び
取
手
警
察
署

員
・
町
民
生
委
員
代
表
・
役
場

関
係
職
員
な
ど
10
人
の
委
員
が

杉
山
教
育
長
か
ら
委
嘱
・
委
任

を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
５
日（
土
）
利
根

町
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
よ
し
き
り
20
周
年
記
念

朗
読
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
93
名
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
戦
後
70
年
、
利

根
町
制
施
行
60
年
、
よ
し
き
り

20
年
を
振
り
返
り
、
終
戦
直
後

に
昭
和
天
皇
か
ら
皇
太
子
へ
あ

て
た
手
紙
や
利
根
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
一
茶
の
句
の
朗
読
、
ま

「
利
根
町
第
１
回
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た　

利
根
町
制
施
行
60
周
年
記
念

利
根
町
朗
読
サ
ー
ク
ル

よ
し
き
り
20
周
年
記
念
朗
読
会
開
催
さ
れ
る

株
式
会
社
常
陽
銀
行　

利
根
町
制
施
行
60
周
年

を
記
念
し
て
児
童
図
書
を
寄
贈

　

会
議
で
は
、
町
教
育
委
員
会

の
い
じ
め
防
止
対
策
の
た
め
の

各
施
策
、
お
よ
び
町
内
小
・
中

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
対

策
の
た
め
の
実
践
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き
、
い

じ
め
防
止
の
た
め
に
開
発
的
・

予
防
的
取
組
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
15
日（
火
）
利
根

町
役
場
に
お
い
て
、
株
式
会
社

常
陽
銀
行
か
ら
利
根
町
制
施
行

60
周
年
に
際
し
、
当
町
に
児
童

用
図
書
37
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

寄
贈
式
で
は
、
常
陽
銀
行
常

務
取
締
役
薗そ

の

部べ

浩ひ
ろ

重し
げ

氏
よ
り
遠

山
町
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
図
書

を
利
根
町
図
書
館
に
置
き
、
広

く
住
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
話
や
、

文
学
作
品
ま
で
披
露
さ
れ
師
走

の
午
後
の
ひ
と
時
、
皆
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

△委嘱・委任を受けて初会合を開催

△
常
陽
銀
行
利
根
支
店  

佐さ

藤と
う

潤じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
支
店
長（
左
）、
常
陽
銀
行  

薗そ
の

部べ

浩ひ
ろ

重し
げ

常
務

取
締
役（
中
）、
遠
山
町
長（
右
）

△

よ
し
き
り
の
メ
ン
バ
ー
が
、
心
を
こ

め
て
朗
読
を
す
る
＝
利
根
町
図
書
館

町の話題
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町の話題

布
川
一
茶
俳
句
大
会
開
催
さ
れ
る

住
民
の
安
全
で
安
心
な
町
へ　

新
た
な
誓
い

利
根
町
消
防
出
初
式
開
催
さ
れ
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
年
海
外
協
力
隊
員

利
根
町
長
を
訪
問

　

昨
年
11
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）
布
川
の
徳
満
寺
に
お
い
て
地

蔵
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
布
川
一
茶
俳
句
大
会
は
28
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
事

前
投
句
で
は
、
利
根
町
は
も
と
よ
り
水
戸
市
、
土
浦
市
、
守
谷
市
、

千
葉
県
野
田
市
、
松
戸
市
な
ど
か
ら
も
投
句
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
当
日
の
句
会
で
は
40
名
の
参
加
が
あ
り
、

寺
の
書
院
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

１
月
９
日（
土
）、
利
根
町

役
場
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の

利
根
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
駐
車
場
に
て
、
消
防

車
両
20
台
に
よ
る
観
閲
入
場

後
、
機
械
器
具
の
点
検
が
行
わ

れ
、
防
火
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
式
典
が
行
わ
れ
、
茨

城
県
知
事
表
彰
を
は
じ
め
消
防

功
労
者
や
長
年
活
動
を
続
け
た

消
防
団
員
な
ど
に
対
し
て
感
謝

状
や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
は
第
15
回
全

国
中
学
生
（
防
火
防
災
に
関
す

る
）
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
利
根
中
学
校
１
年　

永な
が

田た

万ま

花は

さ
ん
の
作
文
が
佳
作
に
入
選

し
、
飯い

い

嶋じ
ま

富と
み

雄お

団
長
よ
り
表
彰

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
駐
車
場
に

お
い
て
龍
ケ
崎
鳶
職
組
合
若わ

か

鳶と
び

会か
い

に
よ
る
は
し
ご
乗
り
な
ど
の

披
露
が
あ
り
、
華
麗
な
演
技
に

観
客
は
魅
了
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

利
根
町
早
尾
に
お
住
ま
い
の

吉よ
し

安や
す

進し
ん

吾ご

さ
ん
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア

フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
へ
１
月
12

日（
火
）
か
ら
２
年
間
行
く
こ

と
が
決
ま
り
、
昨
年
12
月
21
日

（
月
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
と
も

に
遠
山
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、
生
活
向
上
の
支

援
や
マ
ラ
リ
ア
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
予

防
対
策
、
水
質
調
査
な
ど
の
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
を
町
長
に

報
告
。
報
告
の
中
で
は
、
吉
安

さ
ん
の
活
動
へ
の
参
加
に
堅
い

決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

遠
山
町
長
か
ら
は
「
頑
張
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
前
投
句
・
当
日
投
句
の
入
賞

句
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

事
前
投
句

小
・
中
学
生
の
部

布
川
一
茶
句
会
賞

ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
葉
が
落
ち
る

ぼ
く
の
肩

　

文
間
小
学
校
６
年

�

永な
が

見み　

翔と

空あ

町
長
賞

鳥
つ
つ
く
柿
を
見
つ
け
た
帰
り

道
　

文
小
学
校
６
年

�

六ろ
っ

本ぽ
ん

木ぎ

優ゆ
う

心し
ん

教
育
長
賞

秋
の
風
木
に
色
つ
け
る
筆
が
わ

り
　

利
根
中
学
校
２
年

�

　

入い
り

谷た
に　

侑ゆ
う

希き

徳
満
寺
賞

か
ま
き
り
が
か
ま
を
ひ
ろ
げ
て

あ
あ
元
気

　

布
川
小
学
校
５
年

�

舘た
て

田だ　

夏な
つ

月き

一
般
公
募

布
川
一
茶
句
会
賞

一い
っ

村そ
ん

の
屋や

号ご
う

呼
び
合
う
豊と

よ

の
秋あ

き

我
孫
子
市　

原は
ら　
　

瞳と
う

子こ

町
長
賞

若わ
か

緑み
ど
り

萌も

え
る
自
由
を
翼つ

ば
さ

に
も

守
谷
市　

斎さ
い

藤と
う　

澄す
み

子こ

徳
満
寺
賞

夜よ

業な
べ

の
灯ひ

消
さ
ん
と
立
て
ば
雨

の
音

�

取
手
市　

木き

山や
ま

貞さ
だ

夫お

（
白は

く

洋よ
う

）

当
日
投
句

布
川
一
茶
句
会
賞

明
日
へ
の
冬ふ

ゆ

芽め

の
力
掌て

に
受
け

る�

守
谷
市　

安や
す

田だ　

政ま
さ

子こ

町
長
賞

我
も
ま
た
冬
芽
の
ほ
ど
の
力
欲ほ

し�

利
根
町　

若わ
か

松ま
つ　

恭き
ょ
う

子こ

徳
満
寺
賞

子
育
て
は
地
蔵
の
背
中
冬
木
の

芽�

守
谷
市　

齊さ
い

藤と
う　

和か
ず

子こ

△活動予定を町長に報告する吉安さん（左）

△
車
両
に
よ
る
観
閲

　

入
場

△

第
二
部
で
の
式
典
の
様
子

△

表
彰
を
受
け
る
永
田
万
花

　

さ
ん
（
左
）
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新成人の晴れ姿 門出祝福　－１５３人が新成人に－

　１月１０日（日）、利根町公民館において成人式典が行われ、当町では、１５３名（男性８２名、女性７１名）
が二十歳の門出を祝いました。
　式典では、遠山町長や来賓の方々から新成人に対する激励の言葉が述べられました。一方、新成人代表の六

ろっ

本
ぽん

木
ぎ

熙
き

子
こ

さんが「生きる力を養い、一人の人間として日々成長し、個々の夢や目標を叶えて行けるような自己
表現の力を持った人になっていきたいと思います。利根町をふるさととする者の誇り、そして、責任ある成人
として生きる決意を胸に、これからの人生をしっかりと歩んでいきます」と誓いの言葉を述べました。
　また、式典終了後には、久しぶりに再会した友人や中学校卒業時の担任の先生方とおしゃべりやカメラで記
念写真を撮り合ったりするなど、終始、和やかな雰囲気に包まれていました。

△式典会場の様子 △式典の運営を行った実行委員の皆さん

△町長より成人証書が授与されました

△久々の再会に

△司会進行役の菊地さん（左）、青木さん（右）

△中学校卒業時の恩師と話がはずむ

△成人者を代表して謝辞を述べる六本木さん
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

を
開
催
し
ま
す
！

４
月
か
ら
介
護
予
防

事
業
に
新
メ
ニ
ュ
ー

65
歳
か
ら
早
め
の
ト
ラ
イ
！

★
は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の

★
介
護
予
防
教
室

閉
じ
こ
も
り
予
防
に

★
ふ
れ
あ
い
広
場

定
期
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自

殺
の
基
本
的
知
識
を
有
し
、
地

域
や
職
場
、
教
育
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
身

近
な
人
の
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気

づ
き
、
そ
の
人
の
話
を
受
け
止

め
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関

に
つ
な
ぐ
な
ど
の
役
割
が
期
待

さ
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
２
日（
水
）

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
受
け
付
け　

午
後
１
時
～

▽
場
所　

利
根
町
図
書
館�

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
講
師　

菊き
く

池ち

春は
る

樹き　

氏

東
京
成
徳
大
学
応
用
心
理
学

部　

臨
床
心
理
学
科
助
教

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法

２
月
19
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
利
用
日　

平
日
、
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
季
節
に
よ
り
変
更
有
り
）

　
（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

▽
対
象　

65
歳
以
上
の
利
根
町

に
住
所
を
有
し
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
。
た
だ
し
、
自

力
で
通
所
で
き
る
方
。

▽
内
容　

運
動
器
具
を
使
用
し

た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
目
的　

加
齢
に
伴
う
筋
力
低

下
に
よ
る
転
倒
の
危
険
を
予

防
し
、
ま
た
体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▽
利
用
料
金　

１
回
１
０
０
円

①
運
動
器
機
能
向
上
の
た
め
の

教
室（
週
１
回
／
６
カ
月
間
）

②
口
腔
機
能
向
上
・
低
栄
養
改

善
の
た
め
の
教
室
（
８
回

コ
ー
ス
／
概
ね
６
カ
月
間
）

③
認
知
機
能
向
上
の
た
め
の
教

室
（
月
２
回
／
６
カ
月
間
）

各
教
室
と
も
に
、
６
カ
月
間

の
達
成
度
を
評
価
し
ま
す
。

▽
対
象　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
項
目
に
該
当
す
る
方

▽
利
用
料
金　

１
回
１
０
０
円

▽
利
用
日　

週
１
回（
月
４
回
）

▽
目
的　

日
中
独
居
の
方
で
、

お
近
く
の
サ
ロ
ン
や
集
会
な

ど
に
も
参
加
が
で
き
ず
に
い

る
方
を
対
象
に
し
た
閉
じ
こ

も
り
予
防
の
教
室
で
す
。

▽
内
容　

体
操
や
創
作
、
音
楽

な
ど
を
通
し
た
交
流

●
利
用
方
法

い
ず
れ
の
介
護
予
防
事
業
も

利
用
申
請
や
事
前
審
査
が
必

要
で
す
。
ま
ず
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１

※
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、
一
緒

に
楽
し
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
募
集

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
２
回
の
接
種
が
定
期
接
種

と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
感
染
力

が
と
て
も
強
く
、
か
か
る
と
重

症
化
し
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
の
年
齢
に
な
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。�

※
接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
有
料

と
な
り
ま
す
。

高齢者肺炎球菌予防瀬接種対象者
65 歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生れ
70 歳 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生れ
75 歳 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生れ
80 歳 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生れ
85 歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生れ
90 歳 大正14年４月２日～大正15年４月１日生れ
95 歳 大正９年４月２日～大正10年４月１日生れ
100 歳 大正４年４月２日～大正５年４月１日生れ

②
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

は
、
個
別
に
健
康
増
進
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限

　

３
月
31
日（
木
）
ま
で

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌

対
象
者　

過
去
に
成
人
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ

ラ
イ
ド
）
の
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
で
、
①
～
②
に
該

当
す
る
方
。

①
平
成
27
年
度
中
に
、
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に

な
る
方
。

＊
今
年
度
対
象
と
な
っ
て
い
る

方
へ
は
平
成
27
年
４
月
に
個
別

通
知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

時
期

接
種
対
象
年
齢

１
期
１
歳
に
な
る
前
日
～

２
歳
に
な
る
前
日
ま
で

２
期

平
成
21
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
接
種
期
限
】３

月
31
日
ま
で

△運動教室風景



平成 28 年２月（№ 623）13

健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所・予約先

各

種

相

談

日

育児相談 ３月９日（水） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロン同時開催
歯科相談（午前10時～）

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
２月16日（火）
３月 ３日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による
相談　前日までに予約

口腔相談 ２月17日（水）
午前10時～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 ２月23日（火）
午後1時～3時30分のうち
の予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ３月８日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 ３月９日（水） 午前10時～11時 利根町保健福祉センター

サロン・ド・い
ちょう

こころの健康づく
り・居場所

２月18日（木）
午後1時30分～
3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035

（初めて参加する方はご連絡ください）

大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

検
診
最
終
の
お
知
ら
せ

精
神
相
談
の
ご
案
内

　

今
年
度
対
象
と
な
っ
て
い
る

方
へ
は
、
昨
年
５
月
に
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ

さ
い
。　

▽
対
象
と
な
る
方

ご
存
知
で
す
か
？

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
健
康
被
害
救
済

に
つ
い
て

　

心
の
問
題

な
ど
の
悩
み

が
あ
っ
て
病

院
に
か
か
る

べ
き
か
悩
ん

で
い
る
。
身
内
に
心
の
問
題
を

抱
え
る
家
族
が
い
て
、
こ
れ
か

ら
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い

か
悩
ん
で
い
る
・
・
・
な
ど
の

心
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
町
で
実
施
の
相
談
日

▽
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
の
う

ち
予
約
し
た
時
間　

▽
相
談
担
当
者

　

精
神
保
健
福
祉
士

▽
申
し
込
み
方
法

　

１
週
間
前
ま
で
に
電
話
予
約

▽
申
し
込
み
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係�

℡
68

－

８
２
９
１

▽
対
象
者

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
町
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方

の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か

の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
方

▽
内
容

　

接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ

れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手

当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
至
急
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口

・
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度

相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２

０

－

１
４
９

－

９
３
１

・「
ご
利
用
に
な
れ
な
い
」
場

合
は
℡
０
３

－

３
５
０
６

－

９
４
１
１
（
有
料
）

▽
検
診
方
法

検
便（
便
潜
血
検
査
2
日
法
）

検
体
容
器
を
利
根
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。（
郵

送
希
望
の
場
合
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▽
検
体
回
収

２
月
22
日（
月
）
～
26
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
検
体
を
提
出

大腸がん検診無料クーポン券対象者

40 歳 昭和 49 年４月２日～
昭和 50 年４月１日生れ

45 歳 昭和 44 年４月２日～
昭和 45 年４月１日生れ

50 歳 昭和 39 年４月２日～
昭和 40 年４月１日生れ

55 歳 昭和 34 年４月２日～
昭和 35 年４月１日生れ

60 歳 昭和 29 年４月２日～
昭和 30 年４月１日生れ
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龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）

定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
で
は
、

精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
保

護
者
や
兄
弟
が
集
ま
り
、
毎
月

第
１
土
曜
日
に
「
家
族
を
支
え

る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
家
族
や
親
族
だ
け

が
参
加
で
き
る
会
で
、
専
門
家

を
講
師
に
迎
え
、
病
気
や
福
祉

制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
の
ほ

か
、
安
心
し
て
悩
み
を
話
し
合

い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け

る
場
で
す
。
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不

要
、
開
催
日
、
場
所
に
つ
い
て

は
「
広
報
と
ね
」
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
５
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町

２
４
４
５
）
▽
対
象
地
区
：
利

根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
そ
の
他
▽
主
催
：
龍

ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か

た
つ
む
り
）

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長　

長
瀬
☎
０
９
０

－

５
４
２
５

－

２
２
３
６

介
護
講
演
会
『
知
っ
て
安

心
！
介
護
と
お
金
』
の
開
催

の
お
知
ら
せ

14

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
２
月
16
日（
火
）
午

後
２
時
～
４
時
、
３
月
２
日

（
水
）
午
後
３
時
～
５
時
▽
場

所
：
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

１
階
相
談
室
（
龍
ケ
崎
市
２
９

８
３

－

１
）
▽
対
象
者
：
精
神

症
状
の
あ
る
患
者
の
家
族
、
本

人
▽
相
談
員
：
医
師
お
よ
び
保

健
師
▽
そ
の
他
：
予
約
制

申
・
問
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９
７

－

６

２
－

２
３
６
７

も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診
療
所

医
療
・
介
護
無
料
相
談

▽
日
時
：
３
月
12
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時
▽
場
所
：

も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診
療
所
▽

内
容
：
医
療
、
介
護
に
関
す
る

こ
と
▽
相
談
員
：
薬
剤
師
・
看

護
師
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
介

護
支
援
相
談
員
等
（
医
師
に
よ

る
相
談
は
、有
料
と
な
り
ま
す
）

交
通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た

場
合
に
、
治
療
日
数
に
応
じ

て
、
見
舞
金
を
給
付
す
る
制
度

で
す
。

◎
対
象
と
な
る
交
通
事
故
に
つ

い
て

　

共
済
期
間
中
に
国
内
の
道
路

上
等
を
運
行
中
の
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
自
転
車
等
の
接
触
、
衝

突
、
転
落
な
ど
の
事
故
に
伴
う

人
の
死
傷
。（
自
損
事
故
を
含
む
）

◎
見
舞
金
に
つ
い
て

・
事
故
証
明
書
が
あ
る
場
合

　

死
亡�

１
０
０
万
円

　

傷
害�

最
大
30
万
円

・
事
故
証
明
書
が
な
い
場
合

（
事
故
申
立
書
）

�

　

最
大
３
万
円

・
身
体
障
害
（
１
級
・
２
級
該

当
）
見
舞
金　
　
　

50
万
円

◎
加
入
申
し
込
み
に
つ
い
て

▽
対
象
者
：
町
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
方

▽
共
済
期
間
：
４
月
１
日
～
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
申
込
日
の
翌

日
か
ら
）
▽
会
費
（
年
間
）：

一
般　

９
０
０
円
、
中
学
生
以

下
５
０
０
円
▽
申
込
方
法
：
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
会
費
を
添
え
て
窓
口
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
役
場
総
務
課　

消
防
交

通
係
☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線

５
０
１
）　

▽
そ
の
他
：
相
談
は
、
予
約
制

申
・
問
も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診

療
所
☎
０
２
９
７

－

８
５

－

５

５
８
１

　
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２

月
の
１
カ
月
間
を
相
談
期
間
と

し
司
法
書
士
の
サ
ー
ビ
ス
活
動

と
し
て
、
ま
た
、
相
続
登
記
の

大
切
さ
を
啓
蒙
す
る
活
動
と
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
期
日
：
２
月
の
１
カ
月
間

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
受
け
付
け
お
よ
び
実
施
場

所
：
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務

所
（
茨
城
司
法
書
士
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
、
最
寄
り
の
司
法

書
士
事
務
所
を
検
索
し
て
ご
予

約
く
だ
さ
い
）
▽
相
談
内
容
：

相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
▽
相

談
料
：
無
料

問
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１
ＨＰhtt

p://w
w
w
.ibashi.or.jp/

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
け
付
け
開
始
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
の
「
県
民
交
通

災
害
共
済
」
の
加
入
受
け
付
け

を
２
月
１
日（
月
）
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

　

県
民
交
通
災
害
共
済
と
は
、

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
３
月
７
日（
月
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
▽
相
談
内
容
：

借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈

与
の
問
題
、
土
地（
借
地
）・
建

物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交

通
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の

相
談
▽
相
談
受
付
件
数
：
12
件

ま
で（
一
人
20
分
程
度
）▽
相
談

員
：
町
で
委
託
の
弁
護
士
▽
申

し
込
み
方
法
：
相
談
日
前
日
ま

で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
当
日
で
も
受
け
付
け
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
３
３
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
３
月
13
日（
日
）午
後

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申

      



平成 28 年２月（№ 623）

示
、
利
根
町
役
場
で
の
交
通
安

全
啓
発
活
動
▽
募
集
人
員
：
男

女
各
１
名
▽
応
募
資
格
：
町
内

在
住
で
、
４
月
に
町
内
の
小
学

校
に
入
学
予
定
の
児
童
▽
応
募

方
法
：
官
製
は
が
き
に
、
①
児

童
の
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
入
学
予
定

の
小
学
校
名
、
②
保
護
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
▽
応

募
期
間
：
３
月
１
日（
火
）
～�

３
月
15
日（
火
）
必
着
▽
当
選

発
表
：
３
月
17
日（
木
）
午
後

３
時
か
ら
取
手
警
察
署
に
て
公

開
抽
選
で
決
定
い
た
し
ま
す
。

申
・
問
取
手
警
察
署　

交
通
課

「
取
手
警
察
一
日
警
察
署
長
」

係　

〒
３
０
２

－

０
０
１
７　

取
手
市
桑
原
９
５
５

－

１
☎

０
２
９
７

－

７
７

－

０
１
１
０

利
根
町
文
化
協
会
第
９
部
門

第
７
回
イ
ベ
ン
ト
「
春
よ
来

い
」

▽
会
期
：
２
月
29
日（
月
）
～

３
月
４
日（
金
）
▽
時
間
：
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
最
終
日

の
終
了
は
、
正
午
ま
で
で
す
）

▽
場
所
：
役
場　

１
階
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
▽
内
容
：
春
を
待
つ

喜
び
を
作
品
に
し
て
展
示
し
ま

す
。

ミ
ニ
探
鳥
会　

２
月
29
日（
月
）

午
後
１
時
～
（
集
合
場
所
：
役

方
法
の
説
明
。
行
政
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
。

装
具
取
り
扱
い
業
者
に
よ
る
装

具
の
展
示
と
説
明
。
質
問
、
相

談
▽
申
込
期
限
：
２
月
22
日

（
月
）
ま
で

申
・
問
公
益
社
団
法
人
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部

山
之
内
☎
０
２
９
７

－

６
２

－

７
４
６
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
の
た
め

の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
お
よ

び
交
流
会

～
輝
く
女
性
に
な
る
た
め
に
～

　

好
印
象
を
与
え
る
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
と
楽
し
く
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
の
交
流
会

▽
日
時
：
３
月
５
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
▽
場

所
：
茨
城
就
職
・
生
活
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー　

３
階
会
議
室

（
水
戸
市
三
の
丸
１

－

７

－

41
）

▽
定
員
：
20
名
（
託
児
付
き
（
要

予
約
））
▽
参
加
費
：
１
０
０

円
（
交
流
会
用
）

申
・
問
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就

職
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９

－

２
３
３

－

２
３
５
５

自
衛
官
募
集

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

▽
受
け
付
け
：
４
月
８
日（
金
）

　

介
護
に
は
意
外
と
お
金
が
か

か
る
も
の
。介
護
が
必
要
な
際
、

家
計
と
く
ら
し
に
は
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
本
講
演
会
で
は
、
費
用
面

か
ら
介
護
へ
の
向
き
合
い
方
・

く
ら
し
の
準
備
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
19
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受

け
付
け
：
午
後
１
時
～
）
▽
場

所
：
利
根
町
図
書
館　

２
階
多

目
的
ホ
ー
ル
（
利
根
町
下
曽
根

２
７
８

－

１
▽
講
師
：
山や

ま

口ぐ
ち

京き
ょ
う

子こ

氏
（
茨
城
コ
ー
プ
総
合
企
画

室
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
▽
申
し
込
み
：
不
要
▽
参

加
費
：
無
料

問
役
場
福
祉
課
内　

利
根
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
68

－

８
９
４
１
、
ま
た
は
☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
４
８
）

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う

の
方
の
勉
強
会
（
茨
城
県
の

委
託
事
業
）

▽
日
時
：
２
月
28
日（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
▽
会

場
：
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
つ
く
ば
市
吾
妻
１

－

１
０

－
１
）
▽
会
費
：
１
０
０
０
円
（
お

弁
当
・
資
料
代
）
▽
内
容
：
専

門
看
護
師
に
よ
る
お
手
入
れ
の

ま
で　

締
切
日
必
着

【
一
般
】
▽
受
験
資
格
：
平
成

28
年
７
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方

【
技
能
】
▽
受
験
資
格
：
平
成

28
年
７
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て

53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
方
▽
試

験
期
日
：
４
月
15
日（
金
）
～

４
月
19
日（
火
）
の
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定

※
試
験
場
所
に
つ
い
て
は
、
別

途
各
人
に
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部　

龍
ケ
崎
地
域
事
務
所

（
〒
３
０
１

－

０
８
３
６
龍
ケ

崎
市
寺
後
３
６
２
９

－

５
）
☎

０
２
９
７

－

６
４

－

３
３
５
１

ＨＰhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/ibaraki/　
ｅhq1-ibara

ki@
pco.m

od.go.jp
取
手
警
察
署

一
日
警
察
署
長
を
募
集

　

取
手
警
察
署
で
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
交
通
安
全
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
入

学
児
童
を
対
象
に
、
一
日
警
察

署
長
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日
：
４
月
６
日（
水
）
午

前
９
時
～
正
午
▽
内
容
：
取
手

警
察
署
で
の
委
嘱
状
交
付
式
、

取
手
警
察
署
員
に
対
す
る
訓

15

募集情報お知らせ！

場
入
口
）
▽
主
催
：
利
根
町
文

化
協
会
第
９
部
門

問
利
根
町
文
化
協
会
第
９
部
門

櫻
本
☎
68

－

３
４
１
８

利
根
町
制
施
行
60
周
年
記
念

３
・
11
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目

を
迎
え
る
日
に
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
へ
の
追
悼
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
復
興
を
祈
願
す

る
た
め
「
３
・
11
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

約
１
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
に
灯
を
と
も
し
、
利
根
混
声

合
唱
団
に
よ
る
合
唱
お
よ
び
紙

芝
居
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
11
日（
金
）
午

後
５
時
～
７
時
※
荒
天
・
雨
天

の
場
合
は
中
止
▽
場
所
：
役
場

玄
関
前
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
▽

主
催
：
利
根
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
協
議
会
▽
後
援
：
和
と
輪

の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
ひ
、

大
好
き�

い
ば
ら
き�

県
民
会
議
、
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利
根
町

問
利
根
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協

議
会　

西
村
☎
０
８
０

－

３
１

２
８

－

８
９
８
７

利
根
町
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

映
画
会

「
制
服
の
処
女
」

（
１
９
３
１
年
ド
イ
ツ
）

主
演　

ド
ロ
テ
ア
・
ヴ
ィ
ー
ク

　

女
性
が
女
性
同
士
の
愛
を
初

め
て
描
い
た
、
キ
ャ
ス
ト
、
ス

タ
ッ
フ
す
べ
て
女
性
と
い
う
究

極
の
女
性
映
画
。

▽
日
時
：
２
月
27
日（
土
）
午

後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町
図

書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽

入
場
料
：
無
料

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８

3 月 1 日（火）～ 7 日（月）

春季全国火災予防運動

◆
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
の
効
果

　

昨
年
11
月
に
開
か
れ
た
「
も

の
忘
れ
予
防
い
き
い
き
大
集
会
」

で
新あ

ら

井い

哲て
つ

明あ
き

先
生（
筑
波
大
学
・

精
神
医
学
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た

認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
習

慣
と
は
、
①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
②
適
度
な
運
動
、
③
脳

を
使
う
活
動
、
④
人
と
の
交
流

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、
が
大

切
だ
そ
う
で
す
。

　

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
の

よ
う
に
軽
い
運
動
で
も
、
そ
れ

を
継
続
す
る
こ
と
で
認
知
機
能

が
向
上
し
、
脳
の
老
化
予
防
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
勢
の
方
々
と
一
緒
に
笑
い

な
が
ら
体
を
動
か
す
と
、
心
が

晴
れ
晴
れ
し
て
楽
し
く
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
地
区
運
動
集
会
に

出
か
け
て
体
験
し
て
み
る
こ
と

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（２月 16日～３月 31日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 ３月３日（木）・17日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 ２月16日（火）、３月１日（火）・15日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 ２月24日（水）、３月９日（水）

【講師】筑波大学　諏訪部先生・越
お

智
ち

先生ほか　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

△いきいき大集会

男女共同参画ってなあに？　パート�

　ダイバーシティは、これからの日本にとって大切なキーワードです。企業の成長に関わる点で重要で
あり、社会全体の成長、また、男女一人一人の働き方にも影響を与える概念です。
　単語の意味としては「多様性」、「たくさんのありさま」、「幅広く性質の異なるものが存在すること」
です。例えば国際社会の中では複数の国籍を指し、生活スタイルや、宗教、価値観なども多様であるこ
とを指しています。
　近年、企業がダイバーシティの重要性を認識し、積極的に取り組むようになってきました。少子高齢
化やグローバル競争などの変化が激しい現在において「日本人・男性・大卒・正社員」の従来の画一的
な企業の人事や考え方では、似通った価値観をもって生活している人たちの集まりであるために、さま
ざまな顧客のニーズが把握できず経営が守れなくなってきたからです。例をあげると、男性ばかりの企
業で女性が働き始めることにより、女性の視点が入り多様性が生まれます。商品開発やサービス開発に
は、女性の視点も有効であると考えられ、女性活躍推進の流れはそこから来ています。これは性別だけ
に限らず、年齢や学校、国籍等を多様にし、違ったもの
の見方ができる組織づくりが大切であり、個々の能力を
最大限に発揮させることが重要になります。

『ダイバーシティ』という言葉、聞いたことありますか？

無防備な　心に火災が
　かくれんぼ

稲敷広域消防本部　利根消防署
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1 2 3 4 5

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（開催および開催場所未定）

午後
★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（開催および開催場所未定）

夜間
★バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（開催および開催場所未定）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

6 7 8 9 10 11 12

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（開催および開催場所未定）

午後
★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（開催および開催場所未定）

夜間
★バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（開催・開催場所未定）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
３月の活動予定３月の活動予定３月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度、「ウオーキング」は、100 円です。（早朝の「楊名時太極拳」は無料）

日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（開催および開催場所未定）

午後
★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（開催および開催場所未定）

夜間
★バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（開催・開催場所未定）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

20 21 22 23 24 25 26

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（開催および開催場所未定）

午後
★バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（開催および開催場所未定）

夜間
★バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（開催・開催場所未定）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

27 28 29 30

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

午後

夜間
★バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（開催・開催場所未定）

☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。
☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワ
イワイ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習セン
ター」、「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動
場所（早朝の太極拳とウオーキングは除く）で行っておりま
すので、お気軽にお越しください。

火曜日・土曜日開催予定の卓球・バドミントン・ニュー
スポーツは、文小学校体育館が使用できないため、開催
および開催場所は未定です。
最新の活動計画は、毎月末に翌月の活動計画が「とねっ
と」で広報されます。「とねっと」を見るか、事務局に
お問い合わせください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２
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ぼうさい　掲示板地域 の ぼうさい （共助）
　前月号では、自助・共助・公助のそれぞれの役割について説明し、実際に共助が活躍した例を紹介し
ました。今月号は、利根町の『共助』にスポットを当ててみます！

〇地域ぐるみの助け合い
　昨今の災害では、公助（行政、消防、警察等）の対応
能力をはるかに超える状況の発生も考えられます。災害
の規模が大きくなればなるほど、対応にはマンパワーが
重要となり、そのような状況において、地域や町民の方
を守るには「地域の力（共助）」は防災の要になります。
特にその中核を担う自主防災組織はより重要となります。
　写真のように、防災活動に取り組んでいる地域もあり、
平時から防災活動を行うことで、防災意識を高め、地域
として共通した意識を持ち、地域の連携強化に繋がりま
す。また地域の中には「防災士」として活動している方
もおり、防災訓練の一環として避難行動要支援者※の方
を想定し、避難誘導する避難訓練などを実施したりと地
域によってはさまざまな防災活動が行われています。
　このように地域で防災活動を実施している場合には、
ぜひ参加してみてください。また防災活動のみならず、
地域のイベントなどにも参加することで、地域の連携強
化に繋がり、災害時の助け合いにつながります。
※要配慮者（高齢者、障がい者の方など）のうち災害時
等に自ら避難することが困難な方であって、避難にあた
り特に支援を要する方

　主に共助の中核を担うのが、
地域で組織している自主防災
組織です。自主防災組織は、
各地区において防災会などと
いった形で存在したりし、さ
まざまな防災活動を実施して
います。

防災視察研修で風速 30m の暴風雨体験を受けている様子
（羽根野台区　場所：東京都本所防災館）

足の不自由な方などの避難を想定し、車椅子を使用し
た防災訓練の様子

（利根フレッシュタウン区　場所：利根っ子公園）

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡�６８－２２１１（内線５０１）

　共助 とは、個人や一家庭の力だけではどうにもならない状況において
隣近所同士、地域で力を合わせ助け合うことです。特に、発災直後に力
を発揮し、避難や復旧にも有効です。



平成 28 年２月（№ 623）19

□
開
催
期
間

２
月
20
日（
土
）
～
３
月
３

日（
木
）

□
開
催
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

□
開
催
場
所

柳
田
國
男
記
念
公
苑
（
利
根

町
布
川
１
７
８
７

－

１
）

　

古
い
ひ
な
飾
り
か
ら
現
代
の

七
段
飾
り
ま
で
、
女
性
の
節
目

を
飾
る
品
々
と
町
民
の
方
々
に

よ
る
手
作
り
の
「
つ
る
し
雛
」

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
商
工
会

℡
68

－

７
４
１
７

□
茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改

正
の
お
知
ら
せ

～
も
う
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？
最
低

賃
金
！
使
用
者
も
労
働
者
も
～

　

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
特
定
最
低
賃
金
が
、
次
の

と
お
り
改
正
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

労
使
双
方
が
合
意
し
た
上
で

最
低
賃
金
額
未
満
の
賃
金
を
定

め
た
場
合
で
も
そ
の
賃
金
は
無

効
と
さ
れ
、
特
定
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

①
鉄
鋼
業
：
時
間
額
８
５
１
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用

機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具

製
造
業
：
時
間
額
８
２
５
円

③
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

器
・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器

具
、
医
療
用
機
械
器
具
・
医
療

用
品
、
光
学
機
械
器
具
・
レ

ン
ズ
・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器

具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
時

計
・
同
部
品
製
造
業
：
時
間
額

８
２
１
円

④
各
種
商
品
小
売
業
：
時
間
額

７
９
５
円

効
力
発
生
日　

い
ず
れ
も
平
成

27
年
12
月
31
日（
木
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
労
働
局
賃
金
室

℡
０
２
９

－

２
２
４

－

６
２

１
６
、
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署

　平成 27 年 11 月現在、利根町には障がい者手帳をお持ちの方が 820 名います。
（身体障がい者手帳 602 名、療育手帳 99 名、精神障がい者保健福祉手帳 119 名）
その中には障がいの特性として、災害時に特別な支援を必要とする方もいらっ
しゃいます。

障がいのある方、障がいのある方を支援している方へ ～災害時に役立つ知識の掲示板～

災害が発生したとき、みんなで助けあって命を守るため、支援を必要とする方、支援
を行う方、それぞれが普段から必要な知識を身につけ、準備することが大切です！

※利根町地域自立支援協議会とは？
　地域のさまざまな分野（医療、教育、障がい福祉事業者など）の担当者が参加する会議で、各分野の
情報共有や、地域の課題の協議を行っています。年３回程度全体で集まるほか、２つの専門部会（相談
支援・防災）を設置し、活動しています。会議の議事録は随時、町の公式ホームページで公開しています。

○災害に備えて覚えておきたい制度等について○
①避難行動要支援者制度
　災害時に地域の中で支援を受けられるよう、あらかじめ、避難する際に必要な情報や近所の支援を
してくれる人の情報を登録する制度です。登録したい場合は、地域の民生委員、または役場福祉課ま
でご相談ください。
②福祉避難所
　災害時に障がいのある方など、支援を必要とする方を対象に設置する避難所です。
　利根町では利根町保健福祉センター（住所：利根町下曽根 221-1　℡ 68-8291）に開設します。
③「障害児者サポート手帳」
　障がいの種別、程度、病歴、かかりつけ医、服薬内容などを記入する手帳です。平常時から記入し
ておくとスムーズに受診することができます。症状の経過を記入するページもありますので、災害時
だけではなく普段の通院の際にも便利です。役場福祉課の窓口で配布しています。

次回は、知的障がいのある方の支援ついて掲載する予定です。
◎問い合わせ先　利根町自立支援協議会事務局（役場福祉課内）℡６８－２２１１（内線３３３）

利
根
町
商
工
会
女
性
部

「
第
９
回
と
ね
ま
ち
ひ
な

飾
り
」
開
催
の
ご
案
内
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編

集

後

記

　

私
が
初
め
て
北
海
道
を
旅
し

た
の
は
、
青
函
連
絡
船
廃
止
の

翌
年
、
平
成
元
年
夏
の
こ
と
で

し
た
。
遠
く
霞
む
八
甲
田
山
と

青
森
の
街
並
み
を
フ
ェ
リ
ー
か

ら
眺
め
、
初
め
て
訪
れ
る
北
の

大
地
に
心
躍
ら
せ
た
こ
と
を
、

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

連
絡
船
廃
止
と
同
時
に
開
業

し
た
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ

て
、
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
が

運
転
を
開
始
し
、
同
年
開
業
の

瀬
戸
大
橋
に
よ
っ
て
、
列
島
が

鉄
路
で
結
ば
れ
た
時
代
で
し
た
。

　

来
月
の
26
日
に
部
分
開
業
す

る
北
海
道
新
幹
線
に
よ
っ
て
、

東
京
と
函
館
は
４
時
間
半
程
度

で
結
ば
れ
る
予
定
で
す
。（
Ｙ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

【２月の納税等】
・固定資産税・都市計画税４期　　・国民健康保険税８期

・介護保険料６期　　・後期高齢者医療保険料８期

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

16,974(－ 30）
 8,360 (－ 18）
 8,614(－ 12）
 7,004(－ 6）

１月１日現在

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

　 利根町防災無線テレホンサービス
　防災無線で放送された内容を
新しいものから最大５件確認す
ることができます。
（放送から２４時間経過すると
自動消去されます）
フリーダイヤル
０１２０－３５５－６３３（無料）

　

４
月
か
ら
の
利
根
町
児
童
ク

ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
入
級
児

童
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
級

基
準
に
該
当
し
希
望
す
る
方
は

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
１
年
生
に
つ
き
ま

し
て
も
４
月
１
日（
金
）
か
ら

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
夏
休
み
の
み
ご
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
５
月
以
降
の
受

け
付
け
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
入
級
基
準

平
成
28
年
度
に
町
内
の
小
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
で
、
両

親
お
よ
び
同
居
家
族
が
自
宅

外
勤
務
等
に
よ
り
昼
間
留
守

家
庭
と
な
る
場
合
。

○
ク
ラ
ブ
の
募
集
人
数

布
川
小
学
校
・
文
小
学
校
児

童
ク
ラ
ブ
40
名
程
度
、
文
間

小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
30
名
程

度
○
開
級
時
間

授
業
終
了
後
か
ら
午
後
６
時

30
分
ま
で
、授
業
休
業
日
は
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で

○
閉
級
日

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）、

お
盆
（
８
月
13
日
～
15
日
）

※
毎
週
土
曜
日
に
つ
き
ま
し
て

は
、
文
小
学
校
に
集
約
し
開
級

し
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
費
等

月
額
５
０
０
０
円
（
８
月
は

夏
休
み
期
間
に
つ
き
７
０
０

０
円
）
で
常
陽
銀
行
本
支
店

の
口
座
振
替
払
い
と
な
り
ま

す
（
２
人
目
以
降
は
半
額
）。

ま
た
児
童
の
傷
害
保
険
代
が

年
額
８
０
０
円
程
度
、
お
や

つ
代
等
が
月
額
数
百
円
程
度

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

２
月
26
日（
金
）
ま
で

○
入
級
申
込
書
等
配
布
・
受
け

付
け
場
所

役
場
福
祉
課
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）

※
２
月
17
日（
水
）
は
、
午

後
８
時
ま
で
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
新
１
年
生
に
つ
い

て
は
、
各
小
学
校
の
新
入

生
説
明
会
の
際
に
入
級
申

込
書
等
を
配
布
い
た
し
ま

す
。

○
注
意
事
項

各
ク
ラ
ブ
と
も
、
募
集
人

数
を
超
え
た
と
き
は
、
入

級
で
き
な
い
場
合
や
、
第

一
希
望
と
異
な
る
ク
ラ
ブ

に
入
級
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
等
募

集児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
、
お

よ
び
補
助
員
の
登
録
も
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

子
ど
も
福

祉
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
７
）

児童クラブの
入級児童募集


